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2025年 房  ノθβ諄やぎ「赤麟」自然・山愛好会

http://www.nextitp.oom/m‐ a‐sizenyama/

毎日、暑い日が続きますね ! ジッとしていても汗が流れます…。熱中症対策怠らずに。

6月 の金華山は今回も波が高くて船が出ず、島に渡れませんでしたこ残念 !

7月 は、暮らしや平和を守 り希望のもてる政治へ、参議院選挙でいい汗を流しましょう ! 仙台市長

選挙と合わせ、太白区では市議会議員の補欠選挙もあります◇

<8月・9月の行事案内>

* 鳥海山¨0 8月 24日 (日 )25日 (月 )

日本海に裾野を広げ、秋田と山形にまたがる東北第 2の高峰ですc沢山の高山植物で

回は2日 目に鉾立から登りますので、頂上まで|ま行かず小浜′
:ヽ 屋を経て七五三掛遇 う

り3時間、下 り2, 5時間 (歩行時間)を予定 しています。

宿泊は日本海を眼下に望む 4合 目の大平山荘。 090-2607-2326
集合  ;24日  7;00 」R長町駅東 口  解散 ;25日  19:00予定

参加費 ;22000円 程度 (マイクロバスレンタル料、宿泊費、保険料など)

1日 日の昼食、水、登山用具を 2日 目はおにぎり出ます。

(宿は浴衣、タオル、歯ブラシあり)

締め切り ;7月 31日

* 刈田岳～熊野岳～地蔵山縦走 ・̈ 9月 21日 (日 )

皆さん、お剛1染みの蔵王山ですが、今回は大黒天から約 1時間の登りで刈田岳 (1758m)→ 熊

野岳 (1841m)へ 約 1時間→地蔵山 (1736m)へ 40分)の予定。

地蔵尊からはざんげ坂を下らず、ロープウェイを使つて蔵王山麓駅まで。温泉で汗を流して帰りま

す。

集合 ;6;10 JR長 町駅東口集合   解散 ;同 16;30頃 予定

参加費 ;8000円 (マ イクロバス、ロープウェイ代、保険料、など)

締め切り;9月 10日

<新入会員の紹介>

佐藤さきよさん。元会員です。青葉区在住。よろしくお願いします
=
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山行報告』

′ *** 早春の花たちを訪ねて ***
早坂 友枝

登山を始めた頃でしょうか。登ったことのある半田山。桜がきれいだつたと覚えている。今回はどんな花

に出会えるか。4月 10日  朝、雨に降られたが、現地は曇り空で降られずにラッキーでした。半田山キ

ャンプ場 8:00出発。でつかい熊の看板を目にして、福岡さんが引き返して持参のチャグチャグ馬つこ

の鈴、南部鉄とのことこ素敵な音色と「ケキョケキョ」「ツツピー、ツツピー」の声で快適に出発ぅ「フキ

ノトウにはオスとメスがあるよ」と妙子さん。道中花々を見つけては歓声をあげて疲れ知らず。汗をかい

てカッパ脱いで次第に登りきつく。山頂近くに「ハー トレイク」の看板、ガスで何も見えず。山頂で行動

食分け合って元気取りもどす。下山して半田湖畔で昼食 11:50。 湖面に木々が写り、真近かに見ると

確かに形はハー トレイク。かなり車で登つてきて高度は400m位 ?上は残雪もあり、これでは桜はま

だでした。その後温泉と道の駅で大満足。

出会えた花― ショウジョウバカマ (白 もあつたよ)、 カタクリ、キクザキイチゲ、シュンラン、

マンサク、エンレイソウ、ツツジ、キブシ。

車の運転をして下さつた方々、また私の歩調を気遣って下さつた白鳥リーダーさん、ありがとうござ

いました。

0● ● 秋保大滝からふるさと緑の道 ● ● ●

我妻 武夫

5月 17日 午前 8時 18分 」R仙 山線に乗車。愛子駅からバスに乗 り、秋保大滝へ。予報通 りの雨天。雨

がつば、長靴、傘などあらゆる支度をして降りしきる雨の中、バス停を 10時 30分出発した。激 しく流

れ落ちる大滝を橋の上から眺める。雨天で水量が増 している。深まる緑の中に、フジの花の紫が鮮やか

だ。観光客の姿が絶えない。練田峠へ向かう林道に入る。道は初夏の草花であふれている。濃霧の中にタ

ニウツギの花が浮かぶ。バス時刻に合わせて小 1時間で折 り返す。「大滝レス トハウス」で昼食。何人か

がヤマビルの被害に見舞われて一騒動になった。帰 りのバスを確認 し、午後 1時現地解散 した。

轟 金華山 ⇒ 徳仙丈山へ 轟 轟 轟

福岡 隼人

6/22, 12名 の参加で金華山への登山予定だったが、波が高く出船できなくなり相談の結果徳仙丈

山へ変更になつた。私はちょうどlヶ 月前に家族で本吉側から登つており、その時はツツジが満開の時

だった。今回は気仙沼側から登 り、ツツジは終わっていたが、参加者の皆さんはフラビを採つたり、本苺

を食べながら楽しんでいた。最後の急登をのぼり、71lmの 山頂に着きみんなで記念撮影。下山後は気

仙沼の海を見ながら昼食、買い物をした。帰 りに女川に新しく橋が架かつた出島に渡つた。離島から見え

た女り|1原発は初めて自分の日で見たが、本当に隠されているかのように建設されているように感 じた。

今回も皆さん無事に参加されて良かったです。

一  事務 局 :矢野  090-3643-0100 022-246-1346(FAX)一

米 ＊絲＊審


